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・山田文庫は旧中山道が常盤町で直角に向きを変える角地、
江戸から明治期の建物が多く残り、明治初期から産業が興隆
したこの地区の中心的な位置にある。

・明治以前の建物と思われる屋敷蔵、土蔵2棟、明治16年移築の
茶室、九蔵町の茂木銀行から移築したと伝えられるレンガ塀
があり、歴史探索には興味深いものがある。

・明治・大正・昭和と産業界で中心的な役割を担った山田昌吉、
大正末期のドイツ滞在を経て京大教授、高崎倉庫社⾧となり、
1974年に山田文庫を創設した山田勝次郎はここを自邸として
活躍した。

・両者の業績を考えると当時は商都高崎、文化都市高崎のシン
ボルといえる。 12
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DVD

ぐんま！トリビア図鑑 ときの高崎市民之を建つ

2021年12月21日放送
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DVD

ぐんま！トリビア図鑑 （財）山田文庫
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（財）山田文庫
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山田文庫主屋改修工事
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